
＜緩和ケア部会：平成２２年度事業計の実績報告と評価＞ 

 

１．３年以内に宮古医療圏内（宮古島市）及び八重山医療圏内（石垣市）でそれぞれ１回ずつ研修会を

行う。 

実績：八重山医療圏内（石垣市）にて沖縄県緩和ケア研修会を開催した。 

評価：１０点 

次年度：宮古・八重山医療圏内ともに研修会を開催済みのため来年度については検討中 

 

２．緩和ケア研修会指導者の育成 

①  各拠点病院において、次年度内に緩和ケア研修会の指導者（国立がんセンターおよび日本緩 

和医療学会が行っている指導者研修会の受講修了者）を精神部門１人、緩和ケア部門２人、 

それぞれ配置する。 

実績：県立中部病院、琉球大学病院においてはそれぞれ配置済み。那覇市立病院に精神部門の指導 

者研修会受講修了者を配置するよう働きかけた。 

評価：９点 

次年度：平成２３年５月に那覇市立病院より「緩和ケア指導者研修会」へ講師を派遣予定 

    がん拠点支援病院に緩和ケア指導者研修会修了者を設置する 

    各拠点病院＝10名、各支援病院＝5名、研修会ファシリテーターを確保する 

 

②  国立がんセンターおよび日本緩和医療学会が行っている指導者研修会への医師の参加をサ 

ポートする。沖縄県緩和ケア研修会の講師となる医師のリスト作成と管理および、沖縄県内 

で開催される緩和ケア研修会へ指導者研修会修了者を講師として斡旋する。 

実績：拠点病院より国立がんセンターが行っている緩和ケア指導者研修会へ１名、日本緩和医療 

学会が行っている精神腫瘍学のための指導者研修会へ２名参加した。 

評価：６点 

次年度：引き続き継続する 

 

３．年３回以上、緩和ケア研修会企画、実施の調整をする 

実績：  

 

 

 

 

 

評価：１０点 

次年度：引き続き継続する 

 
４．緩和ケアの現状調査を行い、ホスピス病棟を持つ病院・在宅医療との連携を強化する。 

①  各ホスピス病棟を持つ病院で使用している診療情報提供書のフォーマットを全県で統一する 

（＝「緩和ケア情報シート」）。「緩和ケア情報シート」を基に調査をおこなう。 

実績：実施済 

評価：８点 

次年度：「緩和ケア情報シート」の評価と解析 

主   催 日   程 

琉球大学病院 第１回 2010 年 6 月 27日（日）、7月 25日（日） 

日本緩和医療学会 第２回 2010 年 9 月 19日（日）、20日（月） 

沖縄県立中部病院 第３回 2010 年 11 月 28日（日）、12月 5日（日） 

那覇市立病院 第４回 2011 年 1 月 23日（日）、30日（日） 
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②  がん診療に携わる医師の「緩和ケア研修会」修了者数・未受講者数実態調査 

     県の協力を仰いで、各拠点病院、支援病院、その他がん診療を行っている県内主要病院・ 

施設を対象に、研修会受講者数と未受講者数を調査する 

実績：未実施  

評価：２点 

次年度：県内がん診療を行う医療機関に依頼文書を送付し調査する 

 

③  疼痛除去率の調査 

2012 年 1月をめどに各拠点病院、支援病院、その他がん診療をおこなう主要病院・施設の 

入院患者を対象とした調査を実施予定。 

実績：未実施 

評価：２点 

次年度：拠点病院以外の医療機関において、調査と統計解析を実施予定 

 

④ 「緩和ケア」に関する情報の収集、整備を強化し、沖縄県がん診療連携協議会ホームペー 

ジなどを情報提供の場としてより活用していく。部会メーリングリスト等を利用して、各所か 

らのイベントや講演会の情報をタイムリーに収集する。 

実績：沖縄県がん診療連携協議会ホームページがリニューアルされ、事務局で情報の管理がしやす 

くなったため、今まで以上に情報提供が迅速になった。 

評価：５点 

次年度：引き続き継続する  

 

５．拠点病院緩和ケアチームと在宅医療を行う診療所（開業医）との合同カンファランス 

拠点病院緩和ケアチームと在宅医療を行う診療所（開業医）との合同カンファランスを行えるよう 

積極的なバックアップを行うとともに、関係者が必要な情報がすぐに入手できるよう 

情報を集め、提供できる体制を整える。 

実施：未実施 

評価：４点 

次年度：各病院施設で実施しているカンファレンスの内容を協議会ホームページで公開していく。 

 

６．緩和ケア認識の普及 

①  離島で講演会等を開催する 

実施：石垣市で緩和ケアに関する講演会を２回開催した。 

     「八重山ゆんたく会～がんとともに生きる～」と称したがん患者交流会を２回開催した。 

評価：１０点 

②  県内で行われる緩和ケアに関わる教育的活動に協力する 

     「心のケア研究会」への協力をおこなう 

実績：宮古島で開催された「宮古の心のケアはどうなっているのか？」をテーマにしたパネルディ 

スカッションが開催され、事務局として広報・連絡等の協力をした 

評価：１０点 

次年度：引き続き継続する 
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